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1. 概要
プラスチック光ファイバ (POF: Plastic Optical Fiber)

を用いた光ファイバ通信は、外来ノイズの影響を受けな
い、高速データ通信が可能などの特長があり、車載・FA・
民生などの光ネットワークに使用されています。

光リンク用送信／受信フォトICは、POF光通信用のデ
バイスです。

送信フォトICは、赤色LEDとドライブICを組み合わせ
たものです。また受信用フォトICは、フォトダイオードと信
号処理回路をモノリシックに集積化しており、CMOSに対
応したデジタル出力を実現しています。

[図1-1] POFを用いた光通信の構成例
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当社は、表1-1の光リンク用送信／受信フォトICを用意
しています。
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[表1-1] 浜松ホトニクスの光リンク用送信／受信フォトIC

型名 伝送速度 
(Mbps)

動作電源電圧 
(V) 入出力レベル

送信フォトIC
L12422-01SR DC～10 3.135～3.465

TTL
L12557-01SR DC～10 4.75～5.25

受信フォトIC
S13174-01SR DC～10 3.135～3.465

CMOS
S12423-01SR DC～10 3.135～3.465
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2. 特長
送信フォトICと受信フォトICを用意

モノリシック構造 (受信フォトIC)

外部からの電磁ノイズの影響を低減するため、受信
フォトICはフォトダイオードと信号処理回路が一体のモノ
リシック構造を採用しています。

広いダイナミックレンジ (受信フォトIC)

3. 構造
送信フォトICのブロック図を図3-1 (a)に示します。電

気信号が入力されるとLEDが発光します。
受信フォトICのブロック図を図3-1 (b)に示します。フォ

トダイオードに光信号が入射すると、アンプで電流－電
圧変換し、信号を増幅します。その後、コンパレータで
CMOSレベルのデジタル出力に変換して出力します。

[図3-1] ブロック図
  (a) 送信フォトIC
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4. 測定方法
光リンク用送信／受信フォトICの測定回路を図4-1に

示します。

[図4-1] �測定回路
  (a) 送信フォトIC

回

*1: アンリツ製 ML910B (MA9802A)または同等性能のもの
*2: 三菱ケミカル製GH4001 (POF, 1 m)または同等性能のもの
*3: 当社製APDモジュール C5668 (fc=1 GHz)または同等性能のもの
*4: 伝送帯域 (1 Mbpsまたは10 Mbps)のNRZ信号

V(hi) ≧ 2.0 V, V(lo) ≦ 0.4 V, tr, tf ≦ 1 ns
*5: 周波数帯域 400 MHz以上のもの
*6: 1 MHz, 1 pF以下のもの

入力信号*4
または
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  (b) 受信フォトIC

*1: 三菱レイヨン製GH4001 (POF, 1 m)または同等性能のもの
*2: プローブコネクタ評価基板などの寄生容量を含む
*3: 伝送帯域 (1 Mbpsまたは10 Mbps)のNRZ信号

V(hi) ≧ 2.0 V, V(lo) ≦ 0.4 V, tr, tf ≦ 1 ns
*4: 下表の性能のもの

*5: 周波数帯域 400 MHz以上のもの
*6: 1 MHz, 1 pF以下のもの

項目

上昇時間

下降時間

パルス幅歪

ジッタ

記号

tr
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∆T
∆tj

標準値

1 ns
1 ns

-0.5 ns
-0.5 ns以下

入力信号*3 標準送信器*4

オシロスコープ用
プローブ (A)*6

オシロスコープ*5
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プローブ (B)*6
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4.7 µF0.1 µF
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5. 特性
[図5-1] �指向性 (代表例)
  (a) 送信フォトIC
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  (b) 受信フォトIC
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[図5-2] �ファイバ結合効率 (代表例)
  (a) 送信フォトIC
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  (b) 受信フォトIC
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[図5-3] �温度特性 (送信フォトIC: L12422-01SR, 代表例)
  (a) ファイバ結合光出力
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  (c) 上昇時間
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[図5-4] �温度特性 (送信フォトIC: L12557-01SR, 代表例)
  (a) ファイバ結合光出力
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  (d) 下降時間
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[図5-5] �温度特性 (受信フォトIC: S13174-01SR, 代表例)
  (a) 消費電流
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  (b) Highレベル出力電圧
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  (d) 上昇／下降時間
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  (e) パルス幅歪 (Pin=0 dBm)
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  (f) パルス幅歪 (Pin=-24 dBm)
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  (h) ジッタ (Pin=-24 dBm)
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[図5-6] 温度特性 (S12423-01SR, 代表例)
  (a) 消費電流
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  (b) Highレベル出力電圧
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  (c) Lowレベル出力電圧
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  (d) 上昇時間
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  (e) 下降時間
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  (f) パルス幅歪 (Pin=-2 dBm)
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  (g) パルス幅歪 (Pin=-20 dBm)
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  (h) ジッタ (Pin=-2 dBm)

2

-40 0 40-20 20 8060 100

周囲温度 (°C)

ジ
ッ
タ

 (n
s)

0

3

1

Vcc=3.135 V
Vcc=3.300 V
Vcc=3.465 V

KPICB0338JA

KPICB0339JA

KPICB0340JA

  (i) ジッタ (Pin=-20 dBm)
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6. Q&A
(1) �電源電圧 3.3 Vとなっていますが5 Vでも 

使用できますか？

5 Vでは使用できません (5 V耐圧ではありません)。

(2) �送信フォトICには2本のGND端子、受信フォトICには
2本のVcc端子があります。2本の端子の接続につい
て教えてください。

それぞれの2本の端子はパッケージ内部で接続され
ているため、どちらか1端子をGNDまたはVcc接続する
だけで結構です。

(3) 梱包形態を教えてください。

100 pcs／トレイです。

(4) �ファイバとの結合が悪いと、どのような問題が発生
しますか？

送信フォトICにおいては光出力低下、受信フォトICに
おいては感度低下などが考えられます。

(5) パワーバジェットについて教えてください。

各部品において、減衰を考慮する必要があります 
[図6-1]。

[図6-1] パワーバジェット例
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